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第１章　序論

1-1.　研究の背景と目的

1-2.　既往研究と本研究の位置付け
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１章　序論

　日本における自転車の保有率（人口／台数）は 1.5 を超え（1）日常生活にお

ける必須な交通手段として根付いて久しい。その一方で違法駐輪・放置自転車

などの問題はいまだ解決をみておらず、また 1年間に廃棄される自転車台数は

550万台とされ（2）我が国の自転車は普及から使い捨ての時代となったと言える。

そのような社会背景の中で「都市交通手段としての自転車の共同利用」という

考え方が現れてきた。

　

1-1　研究の背景と目的

　現在、都市交通手段としての自転車の利用はその利便性や経済性、健康向上

の手段として世界的に市民権を得ており、更に近年では地球環境保全という面

においても基本的には外部エネルギーを消費せず、二酸化炭素の放出もないそ

の性質が改めて評価されている。今後も都市における自転車利用はますます高

くなると予想されるが、このような状況の中で「都市型レンタサイクル」や「シェ

アサイクルシステム」といった新しい都市交通の在り方が注目を浴びてきてい

る。

　都市型レンタルサイクルの代表例としてしばしばフランスのコミュニティサ

イクル「ぺリブ」が挙げられ、これはパリ市民の交通手段として定着している。

日本においても多くの主要都市でシェアサイクリングに類する自転車施策が試

みられており「高松市レンタルサイクル」や東京をはじめとする 7都市にて行

われている「旅チャリ」などがそれである。特に積雪寒冷地域の北海道、札幌

ではコミュニティサイクル「ポロクル」が導入されている。しかし、これらの

都市型レンタルサイクルが行われているのは人口 30 万以上の中核都市であり、

地方都市においてはその実効性が検証されてはいないのが現状である。

　

　今回の調査地である北海道釧路市では現在、市街地中心部にレンタルサイク

ル業務を行っている団体が２つあり、それらのレンタル自転車は市民または旅

行者の交通手段として活用され始めている。これらのレンタル自転車業は先に

挙げたコミュニティサイクルのような都市の各箇所にポートが存在し、乗り捨

てが出来るといったものではなく、借りた店舗にその日のうちに返却するとい
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うシステムで運営されているが、今後利用者が増えていけば現在のようなシス

テムだけではなく都市型レンタル自転車を含んだ様々な発展が考えられ、それ

らの発展においては現状を明らかにすることは重要である。そこで本研究は、

北海道の中核地方都市である釧路市内の店舗で行われているレンタサイクル

サービスの利用者経路に注目し、実際の走行経路を GPS を用いて調査すること

でレンタサイクルの経路特性を、特に交差点の集散状況から市街地構造との関

係性を分析することで、今後のレンタサイクル整備及び、その利用計画に関す

る知見を得るための基礎的研究とする。　

　（1）　（財）自転車産業振興協会　「自転車統計要覧第 43 版」，2009，p.146「自

　　　　転車回収と処理のフロー」による

　（2）　警察庁，2009 年版警察白書，　p.141
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1-2　研究の位置付け

　レンタサイクルに関する既往研究には時系列順に大別して、レンタサイクル

の導入、整備に関する情報を整理したもの。都市居住者による日常利用を対象

とし、その実態を明らかにし、課題を考察したもの。また近年では、観光利用

をはじめとする社会経済効果に焦点をおいたものがある。篠山は日本で先駆け

的に都市型レンタサイクルを取り入れた練馬区の「ねりまタウンサイクル」を

対象とし、その整備状況を把握した 1）。日本における最初期のレンタサイクル

導入例の実態を整理したことは、その後のレンタサイクルの導入・整備に有効

であり、また、現在に至るまでのレンタサイクルに対する注目点の移り変わり

を把握できるという点で意義がある。中村らはレンタサイクルの利用実態を地

域別で把握することで、計画上の課題と知見を得ようとした 2）。自宅周辺から

拠点施設である駅までの区間での利用を指す「正利用」、駅から地域拠点施設（学

校や病院等）間の利用を指す「逆利用」の２種の利用を区別した上での分析は、

レンタサイクルの特性を理解した上で実際の走行経路に着目している点で重要

である。

　レンタサイクルの観光利用に関する研究では、鈴木らが東京 23 区の各区で

行われるレンタサイクルを対象として、その制度・政策における位置付けを把

握した上で、アンケートによる観光利用時のレンタサイクルの利用特性を考察

した 3）。これまで放置自転車対策としてのレンタサイクル利用率の向上を目標

とした研究の中で、観光利用者の走行ルートに着目したものとして評価できる

が、ヒアリングによる大まかな経路情報であり、実際の利用行動を詳細に調査

したものではない。

　これらの既往研究の成果を踏まえ、本研究は、自転車を利用する期間が短い

積雪寒冷地域でのレンタサイクル利用・導入において有用な市街地構造との関

係性を実際の走行経路から考察するものと位置づけられる。

1)篠山俊夫（1992),「地域における自転車の有効活用」,都市問題 ,vol.83,No.8,pp.143-170

2) 中村攻・木下勇・河西美穂（1995）,「地域特性からみたレンタサイクルシステムの効果と課題」, 千葉

大園芸学部学報 ,vol.149,pp.83-89

3）鈴木繁・十代田朗・津々見崇（2008）,「23 区による公共レンタサイクルへの施策と観光利用特性に関

する基礎的研究」,都市計画論文集 ,No.45,pp.613-618
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第 2 章　調査地概要

2-1.　釧路市概要

2-2.　地理的特徴
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２章　調査地概要

　市街地構造と自転車利用の関係を論じるにあたって、本研究の調査地である

釧路市の概要について触れる必要がある。以下、その概要と地理的特徴を述べ

る。また図 1に釧路中心市街地を収めた地図を記す。

2-1　釧路市概要

　釧路市は北海道東部、太平洋沿岸に位置し人口 18 万（1）を有する市である。

水産・製紙・石炭という基幹産業をもとに発展し、東北海道の拠点都市となっ

ている。また釧路湿原・阿寒国立公園という 2つの国立公園が内陸に位置する

ため豊かな自然環境に恵まれている。このため観光産業も発達し、春から夏に

かけての観光シーズンには旅行客が多く訪れる観光都市でもある。

2-2　地理的特徴

　本研究では釧路市街地はその地形的・交通ネットワーク要素から大きく次の

3つの空間構成に分けて考える。

・ＪＲ釧路駅以南～釧路川間

・ＪＲ釧路駅以北～釧路湿原間

・釧路川以南

これらは東西に延びるＪＲ線と釧路川によって分断されておりそれぞれ高架と

橋によって結ばれる。そのため複数の地域にまたがる移動においてはその道路

の利用率は高くなる。以下順を追って説明する。

（1）ＪＲ釧路駅以南～釧路川間

　ＪＲ釧路駅、市庁舎、商店街、歓楽街を有する釧路市の中心である。交通網

としては、ＪＲ釧路駅南面より道道 24 号線である北大通りが釧路川に直交す

る形で伸び、後述する釧路川以南の地域を結んでいる。この北大通りに対し

道道 53 号線がＪＲ線に高架橋をつくりながら接続し、そこから南方には国道

38・44 号線が直交し交差点を形成している。市街地はこれらの主要幹線道に

沿うようにグリッドの道路網を形成している。北大通り沿いは中小商店が向か

い合うように並ぶ商店街となっており、今回調査に協力していただいた「釧路
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まちなかコンシェルジュくるる」はこの通りと道道 24 号との結節点に位置し

ている。

　

（2）釧路川以南

　釧路川以南の空間構成は他の地域とは大きく異なる。その最たる要因は地形

的な起伏にあり、他 2地域がほぼ勾配の存在しない平坦な地盤であるのに対し、

非常に複雑な起伏の上に成り立っている。このため街区構成は不均整なものと

なっており湾曲する道も多いが、同時に直線道路に直行するように交差点が存

在する均整な街区構成の地域もある。先に説明した北大通りは釧路川を越えた

ところでロータリーを形成し道道 25、113 号線を含む３本の幹線道路が東西南

へ伸びている。また海岸・湖といった自然資源に加え、歴史・文化施設などが

点在する観光エリアでもある。

（3）釧路駅以北～釧路湿原間

　釧路駅以北の地域は釧路駅によって中心部とは分断されており（1）で述べ

た北大通りとの連続はしていない。よって幹線道路による中心部との接続は東

西に延びる国道 38 号、44 号、もしくは道道 24 号線の高架橋を利用すること

になるが、自転車の利用においては駅内部から線路下に設けられた地下空間、

歩道橋、踏切を利用しての通行も可能である。

　道路構成は中心部と同じ方向性でグリッドで形成されているが、北東に位置

し新釧路川から釧路川までを結ぶ緑地帯が北西に延びており、それより北面は

その緑地帯に直行するグリッド構成になっている。

　新釧路川以南ではジャスコやイオンといった大型ショッピングセンターが存

在するほか、釧路公立大学を始めとした学校も多い。対して以北では日本製紙

等の大型産業施設が多くみられる。釧路湿原はこれらの地域を覆うように存在

し釧路湿原展望台や動物園などが観光施設として著名である。また、釧路湿原

までのアクセスは道道のほかに歩行者・自転車専用のサイクリングロードが存

在し、阿寒市外まで続いている。

　1）釧路市ホームページ，釧路市住民基本台帳　2011 年 10 月現在

　  （http://www.city.kushiro.hokkaido.jp）2011 年 11 月時点
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図 1　釧路市街地図
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第 3章　調査概要

3-1.　調査方法

3-2.　調査結果
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３章　調査概要

　3章では調査方法と得られた結果の概要を記す。

3-1　調査方法

　3-1-1　レンタサイクル業務実施店について

　今回レンタサイクル利用者の経路を調査するにあたって、現在釧路中心部に

おいてレンタサイクル業務を行っている団体に調査協力を求め、実際に協力し

ていただいた。協力を依頼したのは市内中心部に位置する 2団体で「釧路まち

なかコンシェルジュくるる」（以下くるる）と「釧路市民活動センターわっと」

（以下わっと）である。

　前者のくるるは 2011 年 6 月より新たに中心商店街に開店した主に商店街の

情報や観光情報の提供を目的とした案内所である。ここでのレンタサイクル業

務は観光目的での利用はもちろん、市内在住者の日常利用の交通手段としても

活発な利用が期待されており、それに関わる広告活動も盛んに行われている。

また独自にレンタサイクルを用いた観光のための地図作成等も行っている。

　後者のわっとは市民活動の活発化を目的とした NPO である。レンタサイクル

業務は当初から計画されていたわけでなく、2009 年度より開始された。わっ

とでのレンタサイクルも観光から市民利用までを想定して行われており、2010

年度の年間利用者は 200 名と実際に利用率が高い。

　。

　3-1-2　調査対象

　本研究の調査対象はレンタサイクル利用者であるが、一般的に研究において

重要な要素である利用者属性と利用目的は大きく分けてそれぞれ 2種類の枠組

みで考えられる。まず利用者属性においては釧路市在住者であるか、釧路市外

在住者であるかであり、利用目的では買物や通勤などの日常的な利用であるか、

観光や散歩、サイクリングなどといった非日常的な利用であるかである。　前

者の 2種の枠組みでは釧路の市街地構造を把握しているか否かという点におい

て経路選択に大きな影響を与えるからである。また市外在住者でも過去に一定

期間在住していたことがあり、市街地構造を把握している場合は考慮しなけれ

ばならない。

　後者の利用目的においては主に走行経路に冗長性があるかどうかが重要に



表1　調査概要

表2　店舗固有情報

2011年7月24日～2011年8月12日の計19日間

上記調査期間中に店舗に訪れたレンタルサイクル利用希望者

利用目的・利用者属性・ルート選択に関わる要素　等

YUPITERU　ＧＰＳロガーAL20/GPSログ間隔1秒

実施期間

対象者

ヒアリング項目

使用機器

実施期間

実施期間

実施期間

調査店舗 釧路まちなかコンシェルジュくるる 釧路市民活動センターわっと

自転車機種

料金体系

電動アシスト自転車　6台

普通自転車　　　　　6台 普通自転車　　　　　6台

３時間　　　500円（電動）
　　　　　　200円（普通）
延長1時間　 100円

３時間　　　
　　　　　　200円（普通）
延長1時間　 100円
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なっている。一般的に日常利用においての目的地間を結ぶ経路は最短距離で行

われるが、非日常利用時では複数目的地間の移動が必ずしも最短距離で行われ

ず、探索行動や迷走行動が伴い経路が複雑化する。

　これらの２つの枠組みは相互に関係し合い、経路選択に大きく影響を与える

が、今回のレンタサイクルの走行経路分析では市街地構造との関係性を一元的

に捉えるため、全経路を区別せず等価に扱う。これはレンタサイクルの期待さ

れる利用方法と照らし合わせても必要なことであると考える。

　このため、調査期間中にレンタサイクル利用を希望し調査協力店を訪れたす

べての利用者を調査の対象とし、調査協力が得られた場合にヒアリングによる

属性調査と GPS による走行経路調査を行った。以下に調査にかかる諸情報を記

す。
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3-2　調査結果

　3-2-1　調査結果概要

　調査期間中にくるるには 35 組、わっとには 4 組のレンタサイクル利用希望

者が訪れた。内くるるの 32 組、わっとの 3 組に実際に実験協力をしていただ

いた。

　サンプル数は計 35 となるがこれは釧路市が地方都市であり、レンタサイク

ルを用いての都市移動が浸透していない状況では妥当な数であると考える。ま

たわっとでのサンプル数が極端に少ないのは、新たに開店したくるるの立地が

利用者にとってアクセスしやすい場所であり、利用に偏りが発生したためであ

ると考えられる。

　3-2-2　ヒアリング調査結果

　ヒアリング調査は協力が得られた利用者に対して基本的にはレンタサイクル

利用前に店頭にて行った。

1. 利用目的

　レンタサイクルの利用目的は釧路市が観光都市であることに加え夏季の観光

シーズンであったことより観光目的の利用が非常に多く全 32 組の利用者の内

25 組と全体の約 8 割を占めている。次いで多い目的は買物であるが、この目

的のレンタサイクル利用者の内 3組が釧路市街地に長期滞在中の方である。

2. 利用者構成・性別・年代

　基本的に単身での利用が多く全体の 8割超を占めており、３人以上の利用は

１組しかない。また、単身利用の 8割が男性である。　

　構成と性別には大きな偏りがあるが、年代に関しては比較的幅の広い年代に

均等に分布しており、その中でも 20 代～ 40 代の利用が多くみられる。

3. ルート選択に関係する要素

　それぞれの目的地に対するルート選択方法については観光目的の利用者の多

くが紙媒体の市街地地図もしくは携帯に付属するナビゲーション機能を利用す

るものが大半であったが、市内の表札などを目安に移動するケースも見られる。

次項にヒアリング調査結果一覧を記す。
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表
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　3-2-3 GPS 経路調査結果

　GPS経路調査を行った32組の内経路データを得られたものは30組であった。

これは走行中に高層ビルや地下などの衛星電波を遮断する場に入ってしまった

場合や、GPS 機器の電源が何らかの理由により停止し、経路データが不完全に

記録されてしまったためである。

　また、このときわっとで得られた経路データの内 1つが上記の状態となった

ため、わっとで得られた経路データは 2つとなった。くるるとわっとは分析に

おいて起点が異なるという重要な差異があるため、得られたサンプル数の差異

が等価に分析できない可能性がある。そこで、GPS 経路データとして扱うもの

はくるるで得られたもののみに限定するとした。次項図 2にくるるで得られた

全利用者の経路分布と利用人数を示す。図を見ると中心市街地の北大通りに利

用者が最も集中しており、またその周辺で選択される経路数が集中的に多く

なっていることがわかる。これは自転車を借り、返却することになるくるる（以

下、起終点）が北大通りに面しており、結果として北大通りが経路として多く

利用されるためと考えられる。起終点を中心として南北に経路は分散している

が、幣舞橋を越えた南側の地域を走行する利用者が比較的に多い。これは釧路

でのレンタサイクル利用者に観光目的が多く、そのため観光・文化施設が集中

する釧路川以南の地域に利用者が集中するためであると考えられる。この地域

は起伏が激しく、交通手段として自転車はやや不向きであるが、くるるで扱う

自転車が電動アシスト自転車であることが経路利用率の高さと関係すると思わ

れる。

　対してＪＲ釧路駅以北では選択される経路数自体は南側の地域と同程度であ

るが、経路ごとの利用者数は少ない。これは個人宅への私用や、買物等での利

用が多く目的地が分散していること、目的地までの経路選択に幅があることな

どが関係すると考える。また、釧路湿原という観光資源がありはするが、市外

中心部からの利用は距離があり、目的地として選択する利用者はごくわずかで

あった。
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図 2　経路分布と利用者人数
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第 4章　分析

4-1.　　　　　　レンタルサイクル行動特性

　　4-2.　　　　　　　往路復路の経路分布傾向

4-3.　　　　　分岐交差点の集散状況の把握

4-4.　分岐交差点分布より捉える利用者行動
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４章　分析

　本研究の分析は都市交通手段としてはレンタサイクルに特有のシステムであ

る起終点が同一という点に着目した。具体的には、利用経路を往路と復路とい

う関係で捉えることで生じる経路分布の差異から、さらにそれぞれの経路分岐

が行われる交差点の分布特性を把握していく。さらに分布特性と市街地構造を

分析する。

4-1　レンタサイクル行動特性

　今回、調査協力を得られた店舗のレンタサイクルのシステムは借りた同日中

に同じ店舗に自転車を返却するという形態をとっている。これは都市交通手段

としては都市を移動する経路が複数存在するという意味において、特殊であり、

単純に出発地と目的地の関係で捉えることができないと考えられる。そのため

にまずレンタサイクル利用者の行動体系を把握するため、個別事例を挙げて分

析していく。

　　

0 2000ｍ200 600 1200

サンプリングナンバー 23　　目的：観光　目的地：春採湖

図 3　経路分布の一例
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市立博物館

凡例

起終点
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　前項の図 3は観光を目的とした利用者の経路であり、春採湖周辺を目的地と

したものである。この経路では起点から出発した際は北大通りを南下し、目的

地である春採湖外縁を走行したのち、異なる経路を通って終点に戻っているこ

とがわかる。

　次に図 4- 左では図に示した 3 点の目的地を回遊しながら走行しており、図

3 と同じように異なる経路を通過して終点に戻っているが、図 4- 右ではほぼ

同じ経路をたどり戻っている。

　調査から得られた全 30 経路は以上に述べたパターンのいずれかに当ては

まっており、これらすべてに共通のこととして以下のことがわかる。

　環状構造の形成：すべての経路は起終点が同一という特性からある環状の経

　路となる。図 4-右の場合においても微視的に見れば環状構造と捉えられる。

　起終点に対する 2種類の動き：どの経路においてもその動きは起終点に対し

　て離れる動きと向かう動きから構成される。

この 2 つの特性はレンタル自転車を用いた行動において特徴的な構造であり、

この特性を踏まえたうえで経路分析を行う必要がある。図 5は上記レンタサイ

クル行動を単純化したものである。　

0 2000ｍ200 600 1200

図 4　経路分布の一例

図 5　レンタルサイクルの利用行動

サンプリングナンバー18　目的：観光 サンプリングナンバー28　目的：私用

1

2

3

起終点（くるる） 目的地1

利用者

最終目的地ｎ

1

2

34

ｎ
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4-1-2　最遠点による走行経路の分割

　4-1-1 にてレンタサイクル利用時の走行経路は必然的に環状の構造を持ち、

その経路上の動きには起終点に対し離れていく動きと向かっていく動きの 2つ

が存在するという特徴がわかった。この性質に着目し分析するため 30 組それ

ぞれの環状構造を持つ経路を上記２種の動きに分割することが必要となる。本

項目ではこの分割する定義を検討する。

　

　起終点に対する離れる動きと向かう動きは、単純に捉えるならレンタサイク

ル利用行動中の往路と復路という関係であると考えられる。この関係は通勤や

通学といった日常利用であれば起点（自宅）～終点（学校等の目的地）が往路、

その逆の終点～起点の関係が復路と明確に表れてくるが、複数目的地を巡りな

がら走行し起終点に戻っていくレンタサイクル行動では一概に考えることが出

来ない。しかし分析においては経路データを等価に扱うことが必要なため、一

つの方法によってこの関係を定義する。

　環状経路に対して往路と復路を定義するため本研究では起終点より直線距離

にしてもっとも遠い走行経路上の点を最遠点として定義する。図 6は最遠点に

よる走行経路分割の定義図である。なお実際の経路においては探索行動や周遊

行動が存在し、図 6に示す限りではないが本研究では行動を端的に捉えるため

に最遠点のみに着目するとする。

　　　

図 6　往路と復路の分割定義

最遠点の目的地または経路

起終点

往路 復路

2

1

3

4

5

目的地
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4-2　　往路復路の経路分布傾向

　4-1 で述べた最遠点の定義により 30 組の走行経路データをそれぞれ往路と

復路に分割した。ここより分析の指標として往路復路それぞれにおいて走行経

路の重複の程度と経路の分布状態を図示化する。

4-2-1　往路における経路分布と利用人数

　図 7は分割した経路の内、往路経路のみを地図上に表示したものである。こ

れより得られた特徴を地域ごとに述べる。

　

　中心市街地付近：釧路駅と釧路川の間の地域である中心市街地付近は、すべ

ての利用者が出発することになる起点が存在するため必然的に経路利用率は他

地域と比べ大きくなるが、特に北大通りに利用人数が大きく偏っていることが

わかる。これは起終点である「くるる」が北大通りに面しているところの影響

が大きいと考えられるが、さらに起終点より南側に利用が集中していることが

明らかであり、走行経路の分布も複雑である。

　釧路川以南：釧路川以南の地域では経路分布は比較的均等に分布しているこ

とが確認できる。また道道 113 号線を境界として西側では走行経路の分布が離

散的であるのに対して、東側では経路の利用率が高いまま長距離存在している。

　JR 釧路駅以北：釧路駅以北は他の 2 地域と比較して全体の利用率が低いこ

とがわかるが経路の分布は中心部と同じように離散的でありその範囲が広く

なっている。また、特定の経路への集中が見られる。
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図 7　往路での分布状態と利用人数
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4-2-2　復路における経路分布と利用人数

　図 8が復路における経路分布図である。以下特徴を述べる。

　

　中心市街地付近：往路において起終点は全ての経路が集中するため、往路と

同じく、他地域と比較して利用人数は大きくなる。さらに、走行経路の多様さ

は往路と比較するとより複雑であることがわかり、相互的に北大通りの利用は

往路より小さい。

　釧路川以南：往路においては経路分布が複雑なのに対して、復路では分布状

態に偏りがあり、特に最南の外周部には利用が全く見られない。また、全体と

しての利用人数自体が少ない。

　JR 釧路駅以北：この地域では往路と同じく走行経路分布は均等に広がって

いるが、利用人数が大きい経路が往路とは大きく異なる。
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図 8　復路での分布状態と利用人数
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　4-2-3　往路復路の経路分布状態傾向

　往路経路分布図と復路経路分布図より確認された特徴を比較したところ図中

に示した共通の実線部領域と破線部領域で明確な差異が確認できる。

（1）実線部の領域

　往路・復路共に北大大通りで利用は集中するが、往路の方が走行経路は少な

く、復路では往路に比べ選択される経路が多いことがわかる。

（2）破線部の領域

　往路と復路を比較すると往路の方が選択される経路・利用者ともに多いこと

がわかる。これは実線部でみられる関係と逆転している。

　上記（1）（2）の傾向より経路分布全体の傾向を述べる。

経路分布の複雑さ：往路復路どちらにおいても、起終点がある中心市街地にお

いて走行経路が多様であり複雑化する傾向が多くみられるが、特に復路におい

て顕著である。また、反対に釧路川以南・JR 釧路駅以北では往路の走行経路

が復路より複雑に入り組んでいる状態が確認できる。

　

経路別での分岐の違い：往路復路どちらの場合でも利用人数が多い経路が存在

するが、その経路上の走行経路分岐は往路にのみ頻繁に起きる場合と、復路に

のみ頻繁に起きる場合がある。

　

　上記の特徴は主に往路復路において経路分岐に違いが生じているためと判断

できる。そこで上記の特徴を明確化するため、実際に経路分岐が発生した交差

点に着目して分析を行う。
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4-3　往路と復路の交差点集散状況の把握

4-3-1　交差点分岐の状態と抽出パターン

　4-2 の分析から交差点に着目する上で交差点における分岐状態を最初に把握

する必要がある。そのため、最低でも 2人以上が通過した交差点（1）を分析する。

往路と復路の両経路で上記の交差点について分岐状態を把握した。

　全経路の分岐状態を確認したところ図 9のパターンに分類された。このうち

経路分布上で実際に分岐しているのは図中の網掛けをした 3パターンであるの

でこれらを抽出する。

　なお、ある一つの交差点に対し同一の利用者が 2回以上侵入した際にも 2人

以上が通過した状態とみなすとする。

　図 10 はそれら全てを同一平面にプロットしたものである。交差点において

分岐が起こった点（以下、分岐交差点）は経路分布図と対応し、中心市街地付

近に多く存在し、その南北では分岐交差点の個数自体は同程度であるものの、

JR 釧路駅以北では離散的に存在し、釧路川以南の地域では比較的高密度で分

布していることが明らかである。　次に、分岐交差点を「往路において分岐が

発生する交差点」（図 11）「復路において分岐が発生する交差点」（図 12）に分け、

拡大して示し、また「どちらにおいても分岐が見られる交差点」（図 13）の 3

パターンに分類した。

凡例 交差点 進行方向（実線と破線は異なる２者以上の利用者を表す）

同一の経路を選択していた２者以上の利用者が交差点

で同一の経路を選択する

互いに異なる経路を利用していた２者以上の利用者が

交差点で互いが選択していた経路を選択する

同一の経路を選択していた２者以上の利用者が交差点

で２方向以上の経路を選択する

異なる経路を選択していた２者以上の利用者が交差点

で同一の経路を選択する

異なる経路を選択していた２者以上の利用者が交差点

で２方向以上の経路を選択する
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３
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図 9　交差点分岐の状態と抽出パターン

図 1　釧路市街地図
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図 10　分岐交差点の分岐状況
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4-3-2　往路における交差点集散状況の把握

　往路の実線部で囲んだ起終点付近の分岐する交差点は、北大通りや道道 44

号・県道 53 号線などの主要交通道路の直線経路上に連続的、また直線的に分

布する傾向があることが明らかである。また、破線で示した領域では実線部の

ように分岐交差点は連絡しておらず、分布数も少ないが、特定の道路などに依

らず分散的にまんべんなく分布している。
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図 11　往路での分岐交差点の分布状況
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4-3-3　復路における交差点集散状況の分析

　復路においては実線部の領域で主要交通道路に連続的な分布をする他、それ

以外の比較的交通量の少ない商店街内に入り組んでいる小規模の街路にも多く

分布し ､往路と比較して広い領域に分布している。また、破線で示した領域で

は。県道 113 号線と幹線道路に連続的に分布することがわかるが、それ以外で

は往路と比較するとほとんど分布がない領域もある。
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図 12　復路での分岐交差点の分布状態
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4-3-4　往復路での重複点の集散状況と街区構成の関係　

　図 13 は往路と復路の両経路で交差点が重複した点ををプロットしたもので

ある。往路復路とも両方で分岐が見られる交差点は先に述べた往路復路それぞ

れの傾向と関係し、起終点付近には連続的に分布し、走行可能な経路が減少す

る河川、線路などの付近、または目的地となる場所の付近に離散的に分布して

いる。
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図 13　往路復路で重複する分岐交差点の集散状況
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4-4　分岐交差点分布より捉える利用者行動

　往路と復路にみられる分岐交差点の分布傾向は、実線部と破線部で示した領

域において、その傾向が往路と復路で反対の関係になっていることがわかる。

次にこの分布傾向から利用者の経路選択傾向を捉える。ここまでで明らかに

なった分岐交差点の分布傾向より走行経路を単純化してとらえると往路と復路

で利用者の以下のような経路特性を捉えることが出来る。

（1）往路時の経路特性

　往路では分岐交差点が実線部である起終点付近に分岐交差点が集中してい

る。これより利用者は利用が集中する起終点付近の主要交差点で分岐を行った

後は、各々の目的地に向かい直線的に経路選択を行うと言える。しかし、破線

部の領域においては分岐点が広く分散しており、ここでは利用者は平面的に多

様な経路選択を行っていると考えられる。

（2）復路時の経路特性

　復路では実線部において、分岐交差点が分散的に存在する。復路時、利用者

はこの領域において平面的に多様な経路選択を行っており、破線部においては

観光施設等の目的地付近にしか分岐点はないため、直線的な経路選択をしてい

るということが言える。

　これより、往路と復路の分岐交差点の分布よりとらえることが出来る経路特

性の関係は、今回取り上げた２つの領域において往路と復路の経路選択特性が

互いに対の関係になると言える。
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5 章　まとめ

　本研究ではレンタルサイクル利用者の走行経路を往路と復路に分割し、それ

ぞれの経路選択の分岐点となる交差点を抽出、集散状況の分析をおこない、そ

の結果からレンタルサイクルの経路特性を把握した。まず分岐がみられた交差

点の集散状況では、往路において釧路川以北の中心市街地を南北に通る北大通

り近くで直線的に集中するのに対し、釧路川以南の地域では分散的に存在する

ことがわかった。一方の復路においては往路と反対の分布状況となり、中心市

街地付近で広く分散的に分布し、釧路川以北の地域ではほとんど分布しないこ

とがわかった。つまり、レンタサイクルの経路特性としては、利用者は往路に

おいて中心市街地付近で一度分岐したのち、目的地に向かい直線的に経路選択

し、釧路川以南の地域においては平面的に様々な経路を選択していると言える。

対して復路では中心市街地付近で複雑な動きとなり、釧路川以南の地域で直線

的な動きとなることが明らかとなった。
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6 章　考察

　本研究で明らかとなった利用者の経路選択傾向は、市街地構造・空間要素と

関係すると考えられる。利用者は走行中に様々なスケールの空間構成要素を意

識的、あるいは無意識的に取り込みながら経路選択を行っている。例としては

「標識がある」や「ポストがある」といった単一のものに対する認識や、「住宅

が多い」「道が平坦だ」などの要素を複合的に捉え認識するものがある。特に

今回の調査地である釧路では市街地が形成される時期や地形的特徴など広範囲

にわたる領域での差異が多くみられるため、この点における経路選択傾向との

関係が考えられる。

　実際に今回経路選択傾向に特徴が見られた実線部と破線部の領域ではその市

街地形成の歴史に差があり、かつては破線部の領域である釧路川以南の地域が

中心市街地であった。このため民家、商店等の建築物は新旧の差がある。建築

物の高さは低いが、起伏の多い土地であるため、街区は不均整に直線と曲線道

路が組み合わさりながら形成されている。このため視覚的に開けたところと閉

じたところが多くある。また、釧路崎灯台や歴史館が存在し観光利用時の名所

となる場所、つまりは目的地となりえるポイントが多い。

　実線部は現在の中心部であり、片道 3 車線の幅員の広い道路の両側に 2 ～ 3

階建てのビルが立ち並び商店街を形成している。破線部の領域と比較しグリッ

ドの街区となっており見通しはよいと言える。大通りに対し周辺部は幅員のか

なり狭い小路が入り組んでおり、戸建ての商店・居酒屋、中型テナントビル等

が密集しているが、シャッターが下り空きテナントも多い。

　以上のように建築高さや道路幅員など単一の要素の違いに加え、それらが複

合的に組み合わさり、一つの市街地の中に特徴の大きく異なる領域が形成され

ている。よって今後は今回明らかとなった経路特性と市街地構造の関係を分析

していく必要がある。
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